
『付喪神記絵巻』 

立春を前に家々ではどこでもすす払いを行い、多くの古い
道具や器物を捨ててしまう。捨てられた器物たちが集まって、
人間たちの薄情を恨み、妖物と化し仇を報じようと話し合っ
た。数珠の入道一連は反対するが、手棒の荒太郎に打ち
すえられる。陰陽の不安定な節分の日に、器物たちは妖
物に変じ、京都中を暴れまわり人間たちに復讐を果たす。
妖物横行の話を聞いた天皇は早速祈祷を命じ、護法童
子が遣わされ、妖物たちはことごとく制圧される。その後、妖
物たちは改心し、山寺に隠棲していた入道一連を師として
出家した。各々別れて深山幽谷に入り、精進の末に成仏
した。書名の「付喪神記」の「つくも」は「九十九髪」の略で、
老女の白髪の意。その連想から古い器物が妖変したもの
を「つくも神」と呼んだ。 

「付喪神記」は岐阜県崇福寺に室町時代製作の絵巻
物が蔵せられているが、江戸時代にその模写絵巻は多く
作られ、本絵巻もその一つである。奥書には「円融房 無
相／尾州妙行寺」とある。 
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